
具体的な事象の中から、数量の関係を文字を用いて表現したり、
その意味を読み取ったりすることができる。

授業改善を確かな形にするために、新たな学び場がスター
トしました。本授業研究会は、これからの「高知の授業づ
くり改革」に向けて、どういった視点が大切なのかを参加
者と共有し、明日からの授業づくりの方向性を確認すると
ともに、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、授
業の質を高めることを目的としています。

最 終 板 書

授業の視点

＊日常事象から数学の舞台に乗せるまでのプロセスを丁
寧に展開していき、定式化を図り、文字の有用性に気
付かせる。

本時の目標

トラック競技において「スタートの位置の差はどのようにして、決めているのだろう？」という子供から発生した問いに対して、スタートの位

置の差は、トラックの半径ではなく、コースの幅に関係しているということを、文字を使った式を読み取ることで理解を深めていくことが大切で

す。そのためには、数量の関係及び図形の構成要素に着目し、スタートの位置の差は、同心円の円周の長さの差であることに気づかせていく必要

があります。日常事象から数学化していくプロセスを明確化し、文字で表すことによって数値では見えなかった構造をつかむことで、文字の有用

性を実感させることがポイントになります。



現実の世界を数学化するときの見方や、文

字を使って表現し、その結果を読み取るこ

とで仕組みが分かるという考え方の部分

を大切に、教科会で検討しました。

協議では、付けたい力を付け

るために考えさせる事とや

らせきる事のバランスを考

えて授業を展開していく事

の難しさと大切さを学びま

した。

＊数学的活動を授業としてどう形にしていくか
＊日常事象を定式化するプロセスと焦点化した問いについて

授業リフレクション

授業リフレクションでは、日常生活の事象を数学

の世界に落とし込み、どのように定式化するかにつ

いて協議されました。参加者からは、「題材に対して子供は興味をもち、何に

対して考えていくのか道筋が見えてよかった。しかし、どこで考えさせるの

かがはっきりしなかったのでは。」「問いを焦点化する段階で、教師と生徒に

ズレが生じてしまった。」「考えを深めさせるために、時間を保証することと

その手立てが必要であった。」などの意見が出

されました。

日常生活の事象を数学の世界にのせて考え

ていく定式化のプロセスは、とても大切です。

焦点化された問いを考える際には、まず、授

現実の世界を数学化するときの見方や、文字

を使って表現し、その結果を読み取ることで仕

組みが分かるという考え方の部分を大切に、教

科会で検討しました。

協議では、付けたい力を付ける

ために考えさせることとやらせ

きることのバランスを考えて授

業を展開していくことの難しさ

と大切さを学びました。

授業展開を計画する際、ゴールイメージと生徒に付

けたい力を明確にしていきたい。

・疑問や課題を教師が与えるのではなく、生徒から引

き出すという点が参考になった。

３つの柱の資質・能力を今日の講話をもとに捉え直

したい。

資質・能力ベイスの授業づくりを自分の教科（社会

科）にも活かしていきたい。

新学習指導要領が目指す数学教育では、子供たちがどのように

学び進めるかが大切です。教師が問題解決のプロセスを授業に位

置付けていれば、それに沿って子供たちが文脈を描き、身に付け

た数学を活用し、問題解決できるわけではありません。数学的活

動のサイクルそのものを方法知として学習させ

ることが大切です。そして、新たな学びにおい

ても、そのプロセスをたどり、習得した知識及

び技能を活用することができるようになること

が求められています。

次回 平成30年５月２２日（火）１３時２０分～ 教材研究会（国語・数学・社会）

授業展開において、日常の場面をどのよう

に数学の場面に落とし込んだらよいか具

体的にわかり、大変勉強になった。

数学の定式化へのプロセスを丁寧に描き、

統合化するところまでを１単位時間の中

で行える工夫をしていきたい。

松岡 宏典 教諭

業のゴールを明確にし、ゴールから問いを考えていくことが必

要であることを確認しました。


